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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基端部及び先端部と中空部とを備えた導光体であって、
　透光性材料でなる平面視略矩形の少なくとも２枚の導光板が、相互に離間して上下方向
に層をなして配置され、
　前記導光板の基端部間に位置すると共に前記透光性材料でなる基端部側挟間部を介して
前記導光板の基端部同士が結合されて前記導光体の基端部が形成され、
　前記導光板の先端部間に位置すると共に前記透光性材料でなる先端部側挟間部を介して
前記導光板の先端部同士が結合されて前記導光体の先端部が形成され、
　前記導光板、前記基端部側挟間部、及び、前記先端部側挟間部で囲まれた前記中空部が
形成され、
　前記導光板は、それぞれ均一厚さの平板状に形成されて互いに平行に配置され、
　前記導光体の基端部の外側面は、前記導光板と直交するように形成され、
　前記先端部側挟間部の基端部側の内側面に、外方向斜め下向きに傾斜した傾斜面が形成
されていること
　を特徴とする長尺又は定尺の複層導光体。
【請求項２】
　前記導光体の先端部の表面に、外方向斜め下向きに傾斜した傾斜面、又は、内方向斜め
下向きに傾斜した傾斜面が形成された請求項１に記載の複層導光体。
【請求項３】
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　基端部及び先端部と中空部とを備えた導光体であって、
　透光性材料でなる平面視略矩形の２枚の導光板が、相互に離間して上下方向に層をなし
て配置され、
　前記導光板の基端部間に位置すると共に前記透光性材料でなる基端部側挟間部を介して
前記導光板の基端部同士が結合されて前記導光体の基端部が形成され、
　前記導光板の先端部同士が結合されて前記導光体の先端部が形成され、
　前記導光板及び前記基端部側挟間部で囲まれた前記中空部が形成され、
　上側の導光板及び下側の導光板のいずれか一方が均一厚さの平板状に形成されると共に
、いずれか他方が均一厚さの曲板状に形成され、
　前記導光体の基端部の外側面は、前記平板状の導光板と直交するように形成されている
こと
　を特徴とする長尺又は定尺の複層導光体。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか１つに記載の複層導光体と、該複層導光体の基端
部の外側面に沿って配設された光源とで少なくとも構成された照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内等の照明に使用される照明装置に用いられる複層導光体及び、この複層
導光体を用いた照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、室内等の照明に使用される照明装置は、光源と光反射板とを組み合わせたものが
一般的であるが、照明装置の下方をできるだけ広く均一に照らすために、最近では、光源
の両脇に導光体を装着した照明装置が提案され用いられている。これらの照明装置に用い
られる導光体は、アクリル等のプラスチックを内部に隙間なく充填して製作された中実状
である（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　図１２は上記のような導光体を用いた従来例の照明装置５の例を示した斜視図であり、
図１３(ａ)は、図１２の照明装置に用いられている導光体５０の平面図、図１３(ｂ)は、
図１３(ａ)のＣ－Ｃ断面図である。上記の従来例の照明装置５は、図１２に示すように、
光源部５ａと導光体５０とで構成されている。光源部５ａは、導光体５０の取付面が開口
したフード５ｃと、このフード５ｃの内部に配設された光源の蛍光灯５ｂと、フード５ｃ
を懸架する懸架ロッド５ｄとで構成されている。フード５ｃの開口した両脇には、２枚の
導光体５０，５０が外側に張り出すように装着されている。
【０００４】
　上記の導光体５０は、透明なアクリル等の透光性材料で形成されており、平面視略矩形
で、厚さが均一な平板状である。この導光体５０の基端部５１の外側面５１ａは、導光体
５０の上面５３及び下面５４と直交するように形成されており、導光体５０の先端部５２
には、先端部斜面５２ａが形成されている。この先端部斜面５２ａは、外方向斜め下向き
に傾斜していると共に、導光体５０の上面には、基端部５１に平行な溝部５５が列設され
ている。そして、この導光体５０は上述したように、アクリル等の透光性材料を内部に隙
間なく充填した中実状に成形されている。
【０００５】
　上記の照明装置５では、蛍光灯５ｂの光が、導光体５０の基端部５１の外側面５１ａか
ら導光体５０の内部に入射して、先端部斜面５２ａや溝部５５等により反射されて、導光
体５０から下方へ放射される。そのため、照明装置５の下方を広く均一に照らすことがで
きる。
【特許文献１】特開平１１－８６６２１号公報の図１
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記の従来例の照明装置５では、この照明装置５に用いられている導光体５
０が、アクリル等の透光性材料を内部に隙間なく充填した中実状に成形されているので、
導光体５０の基端部５１の外側面５１ａから、導光体５０の内部に入射した光は、そのま
ま導光体５０の内部を直進して、先端部斜面５２ａで下方に向けて反射される。そのため
、先端部斜面５２ａに光が集中してグレアが生じ、部分的に眩しく見える問題があった。
【０００７】
　又、上記の従来例の照明装置５に用いられている導光体５０は、透光性材料を内部に隙
間なく充填した中実状に成形されているので、導光体５０の外観に見合った体積に相当す
る量のプラスチック材料が必要であり、使用するプラスチック材料の量をその外観に見合
った体積に相当する量以下に減らすことができない。従って、導光体５０の重量を、その
外観に見合った重量以下に減らすことができず、この導光体５０を用いた照明装置５の重
量も減らすことができない。そのため、例えば、上記の従来例の照明装置５では、懸架ロ
ッド５ｄをより細くすることができない等、照明装置５の設計上の制約となっていた。又
、使用するプラスチック材料の量を減らすことができないので、材料費を削減することが
できないという問題もあった。
【０００８】
　そこでこの発明は、このような状況を打開するためになされたものであって、グレアの
発生を抑制できると共に、設計上の制約を減少させ、材料費を削減することが可能な導光
体、及び、この導光体を用いた照明装置を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の導光体は、基端部及び先端部と中空部とを備えた導光体である。この第
１の導光体は、透光性材料でなる平面視略矩形の少なくとも２枚の導光板が、相互に離間
して上下方向に層をなして配置され、上記導光板の基端部間に位置すると共に上記と同じ
透光性材料でなる基端部側挟間部を介して上記導光板の基端部同士が結合されて本導光体
の基端部が形成され、且つ、上記導光板の先端部間に位置すると共に上記と同じ透光性材
料でなる先端部側挟間部を介して上記導光板の先端部同士が結合されて本導光体の先端部
が形成されると共に、導光板、基端部側挟間部、及び、先端部側挟間部で囲まれた中空部
が形成されることを特徴とする長尺又は定尺の複層導光体である。
【００１０】
　この上記第１の導光体を用いて、照明装置を構成することができる。即ち、少なくとも
上記第１の導光体と、該導光体の基端部の外側面に沿って配設された光源とで照明装置を
構成することができ、この照明装置に使用する光源には、蛍光灯等、さまざまな光源を用
いることができる。そこで、上記第１の導光体を用いて照明装置を製作すると、この導光
体は中空部を備えていることから、この導光体を製作するのに、中空部を備えていない導
光体を製作する場合に比べて、材料となるアクリル等の透光性材料の量を、この導光体の
外観に見合った体積に相当する量以下とすることができる。従って、導光体の重量をその
外観に見合った重量以下に減らすことができ、この導光体を用いた照明装置の重量もその
外観に見合った重量以下に減らすことができる。そのため、照明装置の懸架等に関する照
明装置の設計上の制約を減少させることができる。又、使用するプラスチック材料の量を
その外観に見合った体積に相当する量以下に減らすことができるので、導光体の材料費を
削減することができる。
【００１１】
　又、上記第１の導光体において、この導光板を、それぞれ均一厚さの平板状に形成して
互いに平行に配置するとともに、導光体の基端部の外側面が各導光板と直交するように形
成するのが好ましい。
【００１２】
　又、上記第１の導光体において、この導光体の先端部に位置する先端部側挟間部の基端
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部側の内側面に、外方向斜め下向きに傾斜した傾斜面を形成するようにしてもよい。又、
この導光体の先端部の表面に、外方向斜め下向きに傾斜した傾斜面を形成するようにして
もよい。このような傾斜面が形成された上記第１の導光体を照明装置に用いることにより
、導光体の基端部の外側面から導光体の内部に入射した光の一部を、導光体に形成された
各傾斜面で導光体の下方に反射させることができる。
【００１３】
　或いは、上記第１の導光体の先端部の表面に、内方向斜め下向きに傾斜した傾斜面を形
成するようにしてもよい。このような傾斜面が形成された上記第１の導光体を照明装置に
用いることにより、導光体の基端部の外側面から導光体の内部に入射した光の一部を、導
光体に形成された上記の傾斜面で導光体の上方に反射させることができる。
【００１４】
　本発明の第２の導光体は、第１の導光体と同様、基端部及び先端部と中空部とを備えた
導光体である。この第２の導光体は、透光性材料でなる平面視略矩形の少なくとも２枚の
導光板が、相互に離間して上下方向に層をなして配置され、導光板の基端部間に位置する
と共に上記と同じ透光性材料でなる基端部側挟間部を介して導光板の基端部同士が結合さ
れて導光体の基端部が形成され、且つ、導光板の先端部同士が結合されて導光体の先端部
が形成されると共に、導光板及び基端部側挟間部で囲まれた中空部が形成されることを特
徴とする長尺又は定尺の複層導光体である。
【００１５】
　上記第２の導光体を用いて、上記第１の導光体と同様にして、照明装置を構成すること
ができ、この照明装置に使用する光源には、蛍光灯等、さまざまな光源を用いることがで
きる。この照明装置に用いられる第２の導光体は、上記第１の導光体と同様、中空部を備
えていることから、上記第１の導光体と同様の作用、効果を有する。従って、上記第２の
導光体を用いた照明装置も、上記第１の導光体を用いた照明装置と同様の作用、効果を有
する。
【００１６】
　又、上記第２の導光体において、導光体を２枚の導光板で形成し、上側の導光板及び下
側の導光板のいずれか一方を均一厚さの平板状に形成すると共に、いずれか他方を均一厚
さの曲板状に形成し、導光体の基端部の外側面を、上記の平板状の導光板と直交するよう
に形成するのが好ましい。
【００１７】
　上記の本発明の各導光体では、上記層の内、少なくとも一つの層の導光板において、該
導光板の上面又は下面の少なくともいずれか一方に、複数の溝列、又は、複数の突起列を
、導光体の基端部と平行に列設するようにしてもよい。
【００１８】
　このようにして導光板の上面や下面に複数の溝列や突起列を設けた導光体を、照明装置
に用いることによって、導光体の基端部の外側面から導光体の内部に入射した光を、上記
の溝列や突起列で反射させることができる。そのため、導光体の先端部に光が集中して生
じるグレアを抑制することができ、部分的に眩しく見えるのを防止することができる。上
述したように、この導光体は中空部を備えていることから、中空部に面する導光体の内面
にも溝列や突起列を形成することができ、中空部を備えていない中実状の導光体を用いた
照明装置に比べて、グレアを一層抑制することができる。
【００１９】
　又、上記の溝列や突起列を設ける位置、或いはこれらの溝列や突起列の溝や突起の形状
を部分的に或いは全体的に変化させることによって、導光体の基端部の外側面から導光体
の内部に入射した光を、この導光体を用いた照明装置の上方や斜め上方或いは下方や斜め
下方等の、複数の任意の方向に任意の量の光を任意の配分率で配分して照射することがで
きる。又、この導光体の中空部に面する導光体の内面にも溝列や突起列を形成することが
できることから、中空部を備えていない中実状の導光体を用いた照明装置に比べて、より
多くの溝列や突起列を導光体に形成することができ、上述した複数の任意の方向に任意の
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量の光を任意の配分率で配分して照射することが、より自由に、且つ、容易に、実現する
ことができる。
【００２０】
　上記の溝列又は突起列を備えた導光体において、溝列又は突起列は平板状の導光板の上
面に列設するようにしてもよい。そして、溝列は略Ｖ字形断面を有し、突起列は略逆Ｖ字
形断面を有する形状とし、溝列の先端部側の刻面又は突起列の基端部側の刻面は導光板に
対して直交すると共に、溝列の基端部側の刻面又は突起列の先端部側の刻面は導光板に対
して傾斜するようにして、溝列又は突起列を構成してもよい。
【００２１】
　このようにして形成された導光体では、溝列の基端部側の刻面又は突起列の先端部側の
刻面が、導光体を構成する上記の平板状の導光板に対して傾斜するように形成されている
。そのため、このように形成された導光体を照明装置に用いることにより、導光体の基端
部の外側面から導光体の内部に入射した光を、溝列の基端部側の刻面又は突起列の先端部
側の刻面で、導光体の下方に反射させることができる。
【００２２】
　又、上記の本発明の各導光体において、導光体の中空部を間に挟んで上下に位置する導
光板同士を部分的に結合して導光体の基端部に平行な仕切部を形成すると共に、該仕切部
により中空部を導光体の基端部に平行な複数の空間に分割するようにしてもよい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、導光体は中空部を備えていることから、この導光体を製作するのに、
中空部を備えていない導光体を製作する場合に比べて、材料となるアクリル等の透光性材
料の量をこの導光体の外観に見合った体積に相当する量以下とすることができる。従って
、導光体の重量をその外観に見合った重量以下に減らすことができ、この導光体を用いた
照明装置の重量もその外観に見合った重量以下に減らすことができる。そのため、照明装
置の懸架等に関する照明装置の設計上の制約を減少させることができる。又、使用するプ
ラスチック材料の量をその外観に見合った体積に相当する量以下に減らすことができるの
で、導光体の材料費を削減することができる。
【００２４】
　又、本発明によれば、導光体の上面や下面のみならず導光体の中空部に面する導光体の
内面にも、複数の溝列や突起列を形成することができる。従って、このような導光体の上
面や下面のみならず中空部に面する導光体の内面にも溝列や突起列を形成した導光体を照
明装置に用いることにより、導光体の基端部の外側面から導光体の内部に入射した光を、
上記の溝列や突起列で反射させることができる。従って、導光体の先端部に光が集中して
生じるグレアを抑制することができ、部分的に眩しく見えるのを防止することができる。
【００２５】
　又、導光体に備える溝列や突起列の設ける位置や、この溝列や突起列を構成する溝や突
起の形状を、部分的に或いは全体的に変化させることによって、導光体の基端部の外側面
から導光体の内部に入射した光を、この導光体を用いた照明装置の上方や斜め上方或いは
下方や斜め下方等の、複数の任意の方向に任意の量の光を任意の配分率で配分して照射す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本実施の形態における照明装置について、図面を参照しながら詳しく説明する。
【００２７】
　＜実施の形態１＞
　図１は、実施の形態１における照明装置１の斜視図、図２(ａ)は、実施の形態１の照明
装置１に使用されている導光体１０の斜視図、図２(ｂ)は、図２(ａ)のＡ－Ａ断面図であ
る。図１において、実施の形態１の照明装置１は、室内の天井等から吊り下げて使用され
る照明装置であり、光源部１ａと導光体１０とで構成されている。光源部１ａは、導光体
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１０の取付面が開口したフード１ｃと、このフード１ｃの内部に配設された光源の蛍光灯
１ｂと、フード１ｃを懸架する懸架ロッド１ｄとで構成されている。フード１ｃの開口し
た両脇には、２枚の導光体１０，１０が導光体基端部１０ａから導光体先端部１０ｂにか
けて外側に張り出すように装着されている。又、導光体１０，１０の両側面は、導光体側
面カバー１ｅで覆われている。
【００２８】
　導光体１０は、平面視長方形の２枚の上導光板１３と下導光板１４、及び、基端部側挟
間部１５と先端部側挟間部１６とで構成され、導光体基端部１０ａと導光体先端部１０ｂ
とを備えていると共に、内部に中空部１７を有している。この導光体１０は、透明なアク
リルやポリカーボネード等の透光性材料で形成されている。又、この導光体１０は、前述
の第１の導光体に該当する。
【００２９】
　上記の上導光板１３と下導光板１４とは、相互に離間して上下方向に２層をなして配置
されている。そして、上導光板１３の上導光板基端部１３ａと下導光板１４の下導光板基
端部１４ａとの間に位置する基端部側挟間部１５を介して、上導光板基端部１３ａと下導
光板基端部１４ａとが結合されて上記の導光体１０の導光体基端部１０ａが形成されてい
る。又、上導光板１３の上導光板先端部１３ｂと下導光板１４の下導光板先端部１４ｂと
の間に位置する先端部側挟間部１６を介して、上導光板先端部１３ｂと下導光板先端部１
４ｂとが結合されて上記の導光体１０の導光体先端部１０ｂが形成されている。そして、
これらの上導光板１３、下導光板１４、基端部側挟間部１５、及び、先端部側挟間部１６
で囲まれた中空部１７が形成されている。
【００３０】
　上記の上導光板１３と下導光板１４とは、それぞれ均一厚さの平板状であり、互いに平
行に配置されている。又、導光体１０の導光体基端部１０ａの外側面である基端部外側面
１０ａ１は、上導光板１３及び下導光板１４と直交するように形成されている。又、導光
体１０の導光体先端部１０ｂには、外方向斜め下向きに傾斜した先端部傾斜面１０ｂ１が
形成されている。又、導光体１０の導光体先端部１０ｂに位置する先端部側挟間部１６の
内側面には、外方向斜め下向きに傾斜した斜面である先端部側挟間部内側傾斜面１６ａが
形成されている。この先端部側挟間部内側傾斜面１６ａと先端部傾斜面１０ｂ１とは略平
行である。
【００３１】
　導光体１０では、上導光板１３の上導光板上面１３ｃが導光体１０の導光体上面１０ｃ
を構成しており、この導光体上面１０ｃには、略Ｖ字形断面を有する複数の溝列である上
面溝部１１が形成されている。この上面溝部１１は、導光体基端部１０ａと平行に列設さ
れて形成されており、基端部側の刻面である基端部側刻面１１ａと、先端部側の刻面であ
る先端部側刻面１１ｂとで構成されている。この内、基端部側刻面１１ａは、上導光板１
３に対して傾斜するように形成されており、先端部側刻面１１ｂは、上導光板１３に対し
て直交するように形成されている。又、中空部１７に面している上導光板下面１３ｄは、
平面状に形成されている。
【００３２】
　又、導光体１０では、下導光板１４の下導光板下面１４ｄが導光体１０の導光体下面１
０ｄを構成しており、この導光体下面１０ｄは平面状に形成されている。又、中空部１７
に面している下導光板上面１４ｃには、略逆Ｖ字形断面を有する複数の突起列である内部
下突起部１２が形成されている。この内部下突起部１２は、導光体基端部１０ａと平行に
列設されて形成されており、基端部側の刻面である基端部側刻面１２ａと先端部側の刻面
である先端部側刻面１２ｂとで構成されている。この内、基端部側刻面１２ａは、下導光
板１４に対して直交するように形成されており、先端部側刻面１２ｂは、下導光板１４に
対して傾斜するように形成されている。
【００３３】
　次に、上記の導光体１０を用いた実施の形態１における照明装置１の使用状態について
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説明する。実施の形態１の照明装置１では、フード１ｃ内に備えられた光源である蛍光灯
１ｂの光が、フード１ｃの開口した両脇に外側に張り出すように装着されている２枚の導
光体１０，１０の基端部外側面１０ａ１から、導光体１０に入射する。この導光体１０に
入射した光は、ダイレクトに導光体１０中を透過したり、或いは、導光体上面１０ｃを形
成している上導光板上面１３ｃや、導光体下面１０ｄを形成している下導光板下面１４ｄ
、中空部１７に面している上導光板下面１３ｄや下導光板上面１４ｃ等の面で反射された
りしながら、導光体１０中を進む。そして、これらの光の一部が、上面溝部１１の基端部
側刻面１１ａや内部下突起部１２の先端部側刻面１２ｂで反射されて、導光体１０の下方
に放射されると共に、他の一部が、先端部傾斜面１０ｂ１や先端部側挟間部内側傾斜面１
６ａで反射されて、導光体１０の下方に放射される。
【００３４】
　上記の導光体１０を用いた実施の形態１における照明装置１では、照明装置１に使用さ
れている導光体１０は、中空部１７を備えていることから、この導光体１０を製作するの
に、中空部１７を備えていない導光体を製作する場合に比べて、材料となるアクリル等の
透光性材料の量を、この導光体１０の外観に見合った体積に相当する量以下とすることが
できる。従って、導光体１０の重量をその外観に見合った重量以下に減らすことができ、
この導光体１０を用いた照明装置１の重量もその外観に見合った重量以下に減らすことが
できる。そのため、照明装置１の懸架等に関する照明装置１の設計上の制約を減少させる
ことができる。又、使用する透光性材料の量をその外観に見合った体積に相当する量以下
に減らすことができるので、導光体１０の材料費を削減することができる。
【００３５】
　又、上記の導光体１０を用いた実施の形態１における照明装置１では、照明装置１に使
用されている導光体１０の導光体上面１０ｃに複数の溝列である上面溝部１１が形成され
ているのみならず、中空部１７に面する下導光板上面１４ｃにも、複数の突起列である内
部下突起部１２が形成されている。従って、導光体基端部１０ａの基端部外側面１０ａ１
から導光体１０の内部に入射した光を、上記の溝列や突起列で導光体１０の下方に分散し
て反射させることができる。そのため、導光体の先端部に光が集中して生じるグレアを抑
制することができ、部分的に眩しく見えるのを防止することができる。
【００３６】
　上記の導光体１０を用いた実施の形態１における照明装置１において、導光体１０に代
えて、図３に示す導光体６０を用いてもよい。この導光体６０は、導光体１０とほとんど
同じであり、導光体１０と異なるのは、導光体先端部６０ｂに形成されている傾斜面であ
る先端部傾斜面６０ｂ１が、内方向斜め下向きに傾斜した傾斜面である点である。
【００３７】
　そのため、照明装置１において、導光体１０に代えて、図３に示す導光体６０を用いる
と、導光体６０の導光体基端部６０ａの基端部外側面６０ａ１から導光体６０の内部に入
射した光の一部を、導光体６０に形成された上記の先端部傾斜面６０ｂ１で導光体６０の
上方に反射させることができる。従って、この照明装置を使用することにより、室内を照
明装置で照明する際に、照明装置の下方側のみならず天井等の上方にも多少の光を照らし
た方がよいケースに対して、対処することができる。
【００３８】
　上記の実施の形態１における照明装置１では、導光体１０は、透明なアクリルやポリカ
ーボネード等の透明な透光性材料で形成されているが、乳白色の透光性材料で形成しても
よく、或いは、透明な透光性材料と乳白色の透光性材料とを部分的に使用して形成するよ
うにしてもよい。又、乳白色の透光性材料に限らず、その他の色の透光性材料で形成する
こともできる。
【００３９】
　上記の実施の形態１における照明装置１では、上述したように、導光体１０や、導光体
６０等のように、導光体に形成した溝列の溝や突起列の突起の形状が異なる導光体を用い
ることができる。このほか、照明装置１に用いる導光体に形成する各溝列や突起列を設け



(8) JP 4643345 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

る位置やこの溝列や突起列を構成する溝や突起の形状を部分的に或いは全体的に変化させ
ることによって、導光体基端部の基端部外側面から導光体の内部に入射した光を、この導
光体を用いた照明装置１の上方や斜め上方或いは下方や斜め下方等の、複数の任意の方向
に任意の量の光を任意の配分率で配分して照射することができる。
【００４０】
　この場合に、上述したように、実施の形態１における照明装置１に用いられる導光体は
中空部を備えていることから、この中空部に面する導光体の内面にも溝列や突起列を形成
することができ、中空部を備えていない中実状の導光体を用いた照明装置に比べて、より
多くの溝列や突起列を導光体に形成することができる。従って、複数の任意の方向に任意
の量の光を任意の配分率で配分して照射することが、より自由に、且つ、容易に、実現可
能とすることができる。
【００４１】
　＜実施の形態２＞
　図４は、実施の形態２における照明装置２の斜視図である。実施の形態２の照明装置２
は、室内の壁６等に取付けて使用される照明装置であり、光源部２ａと導光体２０とで構
成されている。光源部２ａは、導光体２０の取付面が開口したフード２ｃと、このフード
２ｃの内部に配設された光源の蛍光灯２ｂとで構成されている。フード２ｃには、導光体
２０が外側に張り出すように装着されている。又、導光体２０の両側面は、導光体側面カ
バー２ｅで覆われている。
【００４２】
　導光体２０は、実施の形態１の照明装置１で使用される導光体１０と大きさが異なるだ
けで、構造は、実施の形態１における照明装置１で使用される導光体１０と全く同じであ
る。従って、実施の形態２で使用される導光体２０の作用、効果は、実施の形態１の照明
装置１で使用される導光体１０と同じであり、実施の形態２における照明装置２の作用、
効果も、実施の形態１の照明装置１と略同じである。又、導光体２０に代えて、実施の形
態１における導光体６０と同様の形状の導光体を用いた場合の作用、効果も、実施の形態
１の場合と略同じである。
【００４３】
　＜実施の形態３＞
　図５は、実施の形態３における照明装置３の斜視図、図６(ａ)は、実施の形態３の照明
装置３に使用されている導光体３０の斜視図、図６(ｂ)は、図６(ａ)のＢ－Ｂ断面図であ
る。図５において、実施の形態３の照明装置３は、室内の天井等から吊り下げて使用され
る照明装置であり、光源部３ａと導光体３０とで構成されている。光源部３ａは、導光体
３０の取付面が開口したフード３ｃと、このフード３ｃの内部に配設された光源の蛍光灯
３ｂと、フード３ｃを懸架する懸架ロッド３ｄとで構成されている。フード３ｃの両脇に
は、２枚の導光体３０，３０が外側に張り出すように装着されている。又、導光体３０，
３０の両側面は、導光体側面カバー３ｅで覆われている。
【００４４】
　導光体３０は、平面視長方形の２枚の上導光板３３と下導光板３４、及び、１個の基端
部側挟間部３５とで構成され、導光体基端部３０ａと導光体先端部３０ｂとを備えている
と共に、内部に中空部３７を有している。この導光体３０は、透明なアクリルやポリカー
ボネード等の透光性材料で形成されている。又、この導光体３０は、前述の第２の導光体
に該当する。
【００４５】
　上導光板３３と下導光板３４とは、相互に離間して上下方向に２層をなして配置されて
いる。そして、上導光板３３の上導光板基端部３３ａと下導光板３４の下導光板基端部３
４ａとの間に位置する基端部側挟間部３５を介して、上導光板基端部３３ａと下導光板基
端部３４ａとが結合されて上記の導光体３０の導光体基端部３０ａが形成されている。又
、上導光板３３の上導光板先端部３３ｂと下導光板３４の下導光板先端部３４ｂとが結合
されて導光体３０の導光体先端部３０ｂが形成されている。そして、これらの上導光板３
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３、下導光板３４、及び、基端部側挟間部３５で囲まれた中空部３７が形成されている。
【００４６】
　上記の上導光板３３は、均一厚さの平板状であり、又、下導光板３４は、均一厚さの曲
板状である。又、導光体３０の導光体基端部３０ａの外側面である基端部外側面３０ａ１
は、上導光板３３と直交するように形成されている。
【００４７】
　導光体３０では、上導光板３３の上導光板上面３３ｃが導光体３０の導光体上面３０ｃ
を構成しており、この導光体上面３０ｃには、略Ｖ字形断面を有する複数の溝列である上
面溝部３１が形成されている。この上面溝部３１は、導光体基端部３０ａと平行に列設さ
れて形成されており、基端部側の刻面である基端部側刻面３１ａと、先端部側の刻面であ
る先端部側刻面３１ｂとで構成されている。この内、基端部側刻面３１ａは、上導光板３
３に対して直交するように形成されており、先端部側刻面３１ｂは、上導光板３３に対し
て傾斜するように形成されている。
【００４８】
　又、中空部３７に面している上導光板下面３３ｄには、下向きの略逆Ｖ字形断面を有す
る内部上突起部３８が形成されている。この内部上突起部３８は、導光体基端部３０ａと
平行に列設されて形成されており、基端部側の刻面である基端部側刻面３８ａと、先端部
側の刻面である先端部側刻面３８ｂとで構成されている。この内、基端部側刻面３８ａは
、上導光板３３に対して直交するように形成されており、先端部側刻面３８ｂは、上導光
板３３に対して傾斜するように形成されている。
【００４９】
　又、導光体３０では、下導光板３４の下導光板下面３４ｄが導光体３０の導光体下面３
０ｄを構成しており、この導光体下面３０ｄは曲面状に形成されている。又、中空部３７
に面している下導光板上面３４ｃには、略逆Ｖ字形断面を有する内部下突起部３２が形成
されている。
【００５０】
　次に、上記の導光体３０を用いた実施の形態３における照明装置３の使用状態について
説明する。実施の形態３の照明装置３においても、実施の形態１の照明装置１と同様、フ
ード３ｃ内に備えられた光源である蛍光灯３ｂの光が、フード３ｃの開口した両脇に外側
に張り出すように装着されている２枚の導光体３０，３０の基端部外側面３０ａ１から、
蛍光灯３ｂの光が導光体３０に入射する。この導光体３０に入射した光は、ダイレクトに
導光体３０中を透過したり、或いは、導光体上面３０ｃを形成している上導光板上面３３
ｃや、導光体下面３０ｄを形成している下導光板下面３４ｄ、中空部３７に面している上
導光板下面３３ｄや下導光板上面３４ｃ等の面で反射されたりしながら、導光体３０中を
進む。そして、これらの光の一部が、上面溝部３１や、内部下突起部３２、或いは、内部
上突起部３８で反射されて、導光体３０の下方や上方、その他の方向に放射される。
【００５１】
　この実施の形態３における照明装置３では、照明装置としては、実施の形態１における
照明装置１が、照明装置１の下方の照明を主目的としているのに対して、照明装置３の下
方のみならず、照明装置３の上方や照明装置３の周囲に対する照明の機能も備えている。
この機能に対応するため、照明装置３に使用されている導光体３０の上導光板３３を均一
厚さの平板状とし、下導光板３４を均一厚さの曲板状とすると共に、実施の形態１におけ
る照明装置１とは異なり、導光体３０に内部上突起部３８を設けたり、導光体３０に設け
られている上面溝部３１や、内部下突起部３２の溝部の傾斜を、実施の形態１における照
明装置１とは異なる傾斜としたりして変化をもたせている。
【００５２】
　上記の導光体３０を用いた実施の形態３における照明装置３では、実施の形態１の照明
装置１と同様、照明装置３に使用されている導光体３０は、中空部３７を備えていること
から、この導光体３０を製作するのに、中空部３７を備えていない導光体を製作する場合
に比べて、材料となるアクリル等の透光性材料の量を、この導光体３０の外観に見合った
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体積に相当する量以下とすることができる。従って、導光体３０の重量をその外観に見合
った重量以下に減らすことができ、この導光体３０を用いた照明装置３の重量もその外観
に見合った重量以下に減らすことができる。そのため、照明装置３の懸架等に関する照明
装置３の設計上の制約を減少させることができる。又、使用する透光性材料の量をその外
観に見合った体積に相当する量以下に減らすことができるので、導光体３０の材料費を削
減することができる。
【００５３】
　又、上記の実施の形態３における照明装置３では、照明装置３に用いる導光体に形成す
る各溝列や突起列を設ける位置や、この溝列や突起列を構成する溝や突起の形状を、部分
的に或いは全体的に変化させることによって、導光体基端部の基端部外側面から導光体の
内部に入射した光を、この導光体を用いた照明装置１の上方や斜め上方或いは下方や斜め
下方等の、複数の任意の方向に任意の量の光を任意の配分率で配分して照射することがで
きる。
【００５４】
　この点に関し、実施の形態３における照明装置３に用いられる導光体も中空部を備えて
いることから、この中空部に面する導光体の内面にも溝列や突起列を形成することができ
、中空部を備えていない中実状の導光体を用いた照明装置に比べて、より多くの溝列や突
起列を導光体に形成することができる。従って、上記の複数の任意の方向に任意の量の光
を任意の配分率で配分して照射することが、より自由に、且つ、容易に、実現可能とする
ことができる。
【００５５】
　＜実施の形態４＞
　図７は、実施の形態４における照明装置４の斜視図である。実施の形態４の照明装置４
は、室内の壁等に取付けて使用される照明装置であり、光源部４ａと導光体４０とで構成
されている。光源部４ａは、導光体４０の取付面が開口したフード４ｃと、このフード４
ｃの内部に配設された光源の蛍光灯４ｂとで構成されている。フード４ｃには、導光体４
０が外側に張り出すように装着されている。又、導光体４０の両側面は、導光体側面カバ
ー４ｅで覆われている。
【００５６】
　導光体４０は、実施の形態３の照明装置３で使用される導光体３０と大きさが異なるだ
けで、構造は、実施の形態３の照明装置３で使用される導光体３０と全く同じである。従
って、実施の形態４で使用される導光体４０の作用、効果は、実施の形態３における照明
装置３で使用される導光体３０と同じであり、実施の形態４における照明装置４の作用、
効果も、実施の形態３の照明装置３と略同じである。
【００５７】
　上記の実施の形態１～４における照明装置１～照明装置４では、導光体１０、導光体２
０、導光体３０、又は、導光体４０を用いているが、上記の導光体以外に他の種類の導光
体も使用することが出来る。図８～図１１は、これらの導光体の例を示したものである。
【００５８】
　図８に示す導光体７０は、上導光板７３、下導光板７４、及び、中導光板７５の３層で
構成されている。これらの各層は互いに平行であり、又、これらの層間に、２層の中空部
７７が形成されており、導光体基端部７０ａと導光体先端部７０ｂとを備えている。この
導光体７０は、上導光板７３、下導光板７４、及び、中導光板７５の３層で構成されてい
る点、及び、中導光板７５の上面に、実施の形態１における導光体１０の下導光板上面１
４ｃに形成されている内部下突起部１２と同じ突起部が形成されている以外は、実施の形
態１における照明装置１に使用されている導光体１０と略同じである。
【００５９】
　図９に示す導光体８０は、上導光板８３、及び、下導光板８４の２層で構成されている
。これらの層は互いに平行であり、導光体基端部８０ａと導光体先端部８０ｂとを備えて
いる。この導光体８０は、図２に示す、実施の形態１における導光体１０において、導光
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体１０の中空部１７を間に挟んで上下に位置する導光板１３，１４同士を部分的に結合し
て導光体１０の基端部１０ａに平行な仕切部を形成すると共に、該仕切部により中空部１
７を導光体１０の基端部１０ａに平行な２つの空間に分割したものであり、図９に示す導
光体８０では、８８が上記の仕切部であり、８９が中空部を分割して形成された分割中空
部である。
【００６０】
　図１０に示す導光体９０は、上導光板９３と下導光板９４とで構成され、導光体基端部
９０ａと導光体先端部９０ｂとを備えており、中空部９７が形成されている。この導光体
９０は、上導光板９３と下導光板９４とが平行でなく、導光体先端部９０ｂに近づくにつ
れて、お互いに近づくように傾斜して構成されている。この上導光板９３と下導光板９４
とが導光体先端部９０ｂに近づくにつれて、お互いに近づくように傾斜して構成されてい
る点以外は、実施の形態１における照明装置１に使用されている導光体１０と略同じであ
る。
【００６１】
　図１１に示す導光体１００は、上導光板１０３と下導光板１０４とで構成され、導光体
基端部１００ａと導光体先端部１００ｂとを備えており、中空部１０７が形成されている
。この導光体１００は、上導光板１０３と下導光板１０４とが平行でなく、導光体先端部
１００ｂに近づくにつれて、お互いに離れるように傾斜して構成されている。この上導光
板１０３と下導光板１０４とが導光体先端部１００ｂに近づくにつれて、お互いに離れる
ように傾斜して構成されている点以外は、実施の形態１における照明装置１に使用されて
いる導光体１０と略同じである。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】実施の形態１における照明装置の斜視図である。
【図２】(ａ)は、実施の形態１の照明装置に使用されている導光体の斜視図、(ｂ)は、(
ａ)のＡ－Ａ断面図である。
【図３】実施の形態１の照明装置に使用される他の導光体の断面図である。
【図４】実施の形態２における照明装置の斜視図である。
【図５】実施の形態３における照明装置の斜視図である。
【図６】(ａ)は、実施の形態３の照明装置に使用されている導光体の斜視図、(ｂ)は、(
ａ)のＢ－Ｂ断面図である。
【図７】実施の形態４における照明装置の斜視図である。
【図８】本発明の実施の形態に使用される他の導光体の例(その１)を示した断面図である
。
【図９】本発明の実施の形態に使用される他の導光体の例(その２)を示した断面図である
。
【図１０】本発明の実施の形態に使用される他の導光体の例(その３)を示した断面図であ
る。
【図１１】本発明の実施の形態に使用される他の導光体の例(その４)を示した断面図であ
る。
【図１２】従来例の照明装置の例を示した斜視図である。
【図１３】(ａ)は、従来例の照明装置に用いられている導光体の平面図、(ｂ)は、(ａ)の
Ｃ－Ｃ断面図である。
【符号の説明】
【００６３】
　１　照明装置
　１ａ　光源部
　１ｂ　蛍光灯
　１ｃ　フード
　１ｄ　懸架ロッド
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　１ｅ　導光体側面カバー
　２　照明装置
　２ａ　光源部
　２ｂ　蛍光灯
　２ｃ　フード
　２ｅ　導光体側面カバー
　３　照明装置
　３ａ　光源部
　３ｂ　蛍光灯
　３ｃ　フード
　３ｄ　懸架ロッド
　３ｅ　導光体側面カバー
　４　照明装置
　４ａ　光源部
　４ｂ　蛍光灯
　４ｃ　フード
　４ｅ　導光体側面カバー
　５　照明装置
　５ａ　光源部
　５ｂ　蛍光灯
　５ｃ　フード
　５ｄ　懸架ロッド
　６　壁
　１０　導光体
　１０ａ　導光体基端部
　１０ａ１　基端部外側面
　１０ｂ　導光体先端部
　１０ｂ１　先端部傾斜面
　１０ｃ　導光体上面
　１０ｄ　導光体下面
　１１　上面溝部
　１１ａ　基端部側刻面
　１１ｂ　先端部側刻面
　１２　内部下突起部
　１２ａ　基端部側刻面
　１２ｂ　先端部側刻面
　１３　上導光板
　１３ａ　上導光板基端部
　１３ｂ　上導光板先端部
　１３ｃ　上導光板上面
　１３ｄ　上導光板下面
　１４　下導光板
　１４ａ　下導光板基端部
　１４ｂ　下導光板先端部
　１４ｃ　下導光板上面
　１４ｄ　下導光板下面
　１５　基端部側挟間部
　１６　先端部側挟間部
　１６ａ　先端部側挟間部内側傾斜面
　１７　中空部
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　２０　導光体
　３０　導光体
　３０ａ　導光体基端部
　３０ａ１　基端部外側面
　３０ｂ　導光体先端部
　３０ｂ１　先端部傾斜面
　３０ｃ　導光体上面
　３０ｄ　導光体下面
　３１　上面溝部
　３１ａ　基端部側刻面
　３１ｂ　先端部側刻面
　３２　内部下突起部
　３２ａ　基端部側刻面
　３２ｂ　先端部側刻面
　３３　上導光板
　３３ａ　上導光板基端部
　３３ｂ　上導光板先端部
　３３ｃ　上導光板上面
　３３ｄ　上導光板下面
　３４　下導光板
　３４ａ　下導光板基端部
　３４ｂ　下導光板先端部
　３４ｃ　下導光板上面
　３４ｄ　下導光板下面
　３５　基端部側挟間部
　３７　中空部
　３８　内部上突起部
　３８ａ　基端部側刻面
　３８ｂ　先端部側刻面
　４０　導光体
　５０　導光体
　５１　基端部
　５１ａ　基端部外側面
　５２　先端部
　５２ａ　先端部斜面
　５３　上面
　５４　下面
　５５　溝部
　６０　導光体
　６０ａ　導光体基端部
　６０ａ１　基端部外側面
　６０ｂ　導光体先端部
　６０ｂ１　先端部傾斜面
　７０　導光体
　７０ａ　導光体基端部
　７０ｂ　導光体先端部
　７３　上導光板
　７４　下導光板
　７５　中導光板
　７７　中空部
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　８０　導光体
　８０ａ　導光体基端部
　８０ｂ　導光体先端部
　８３　上導光板
　８４　下導光板
　８５　基端部側挟間部
　８６　先端部側挟間部
　８８　仕切部
　８９　分割中空部
　９０　導光体
　９０ａ　導光体基端部
　９０ｂ　導光体先端部
　９３　上導光板
　９４　下導光板
　９７　中空部
　１００　導光体
　１００ａ　導光体基端部
　１００ｂ　導光体先端部
　１０３　上導光板
　１０４　下導光板
　１０７　中空部

【図１】 【図２】



(15) JP 4643345 B2 2011.3.2

【図３】
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【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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